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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　ある特定の態様、実施例、および実施形態が上に説明されたが、開示された図解の態様
、実施例、および実施形態の追加、代用、修正、ならびに変更が可能であることが、本開
示の利点を考慮して、当業者によって認識されるであろう。
　　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕熱可塑性複合物品であって、
補強繊維および熱可塑性重合体を備える繊維補強された熱可塑性重合体コア層と、
前記繊維補強された重合体コア層上に配置されたフリムと、を備え、前記フリムが、形成
動作中に前記物品の実質的なたるみを防ぐのに効果的な坪量を含むスクリムに結合された
フィルムを備える、熱可塑性複合物品。
〔２〕前記スクリムが少なくとも３０ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性
物品。
〔３〕前記スクリムが少なくとも４５ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性
物品。
〔４〕前記スクリムが少なくとも４０ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性
物品。
〔５〕前記フィルムが少なくとも１５ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性
物品。
〔６〕前記フィルムが少なくとも３０ｇｓｍまたは４５ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕
に記載の熱可塑性物品。
〔７〕前記フィルムが少なくとも４０ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性
物品。
〔８〕前記スクリムが少なくとも３０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも３
０ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔９〕前記スクリムが少なくとも３０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも４
５ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔１０〕前記スクリムが少なくとも３０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも
４０ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔１１〕前記スクリムが少なくとも４５ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも
３０ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
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〔１２〕前記スクリムが少なくとも４５ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも
４５ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔１３〕前記スクリムが少なくとも４５ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも
４０ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔１４〕前記スクリムが少なくとも５０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも
３０ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔１５〕前記スクリムが少なくとも５０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも
４５ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔１６〕前記スクリムが少なくとも５０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも
４０ｇｓｍの坪量を含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔１７〕前記フィルムが接着剤を用いて前記スクリムに結合される、前記〔１〕に記載の
熱可塑性複合物品。
〔１８〕前記フィルムが前記スクリムに溶着される、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔１９〕前記スクリムがポリエチレンテレフタレートを含む、前記〔１〕に記載の熱可塑
性物品。
〔２０〕前記フィルムがポリアミドを含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔２１〕前記ポリアミドがナイロン６である、前記〔２０〕に記載の熱可塑性物品。
〔２２〕前記フィルムがポリプロピレンを含み、前記スクリムがポリエチレンテレフタレ
ートを含む、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔２３〕前記スクリムおよび前記フィルムのそれぞれが、独立して、ポリオレフィン樹脂
、熱可塑性ポリオレフィン混合樹脂、ポリビニル重合体樹脂、ブタジエン重合体樹脂、ア
クリル重合体樹脂、ポリアミド樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリエ
ステルカーボネート樹脂、ポリスチレン樹脂、アクリロニトリルスチレン（ａｃｒｙｌｏ
ｎｉｔｒｙｌｓｔｙｒｅｎｅ）重合体樹脂、アクリロニトリルブチルアクリレートスチレ
ン重合体樹脂、ポリエーテルイミド樹脂、ポリフェニレンエーテル樹脂、ポリフェニレン
オキシド樹脂、ポリフェニレンサルファイド樹脂、ポリエーテル樹脂、ポリエーテルケト
ン樹脂、ポリアセタール樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリベンゾイミダゾール樹脂、または
それらの共重合体もしくは混合物のうちの少なくとも１つを含む、前記〔１〕に記載の熱
可塑性物品。
〔２４〕前記フィルムが複数の層を備える、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔２５〕前記複数の層のうちの少なくとも１つの層がポリエチレンを含む、前記〔２４〕
に記載の熱可塑性物品。
〔２６〕前記複数の層のうちの少なくとも１つの層がポリアミドを含む、前記〔２４〕に
記載の熱可塑性物品。
〔２７〕前記フィルムが、ポリアミド層に結合された第１のポリエチレン層と、前記ポリ
アミド層に結合された第２のポリエチレン層と、を備える、前記〔２４〕に記載の熱可塑
性物品。
〔２８〕前記フリムが配置されている表面と反対の表面上に配置されたフィルム層をさら
に備える、前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔２９〕前記フリムが配置されている前記表面と反対の前記表面上に配置された前記フィ
ルム層が、ポリプロピレンを含む、前記〔２８〕に記載の熱可塑性物品。
〔３０〕前記スクリムが、成形動作中に前記物品のたるみを防止するのに効果的である、
前記〔１〕に記載の熱可塑性物品。
〔３１〕熱可塑性複合物品であって、
補強繊維および熱可塑性重合体を備える繊維補強された熱可塑性重合体コア層と、
前記重合体コア層上に配置されたフィルムと、
前記フィルム上に配置されたスクリムと、を備え、前記スクリムが、形成動作中に前記物
品の実質的なたるみを防ぐのに効果的な坪量を含む、熱可塑性複合物品。
〔３２〕前記フィルムが接着剤を用いて前記スクリムに結合される、前記〔３１〕に記載
の熱可塑性複合物品。
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〔３３〕前記スクリムがポリエチレンテレフタレートを含む、前記〔３１〕に記載の熱可
塑性物品。
〔３４〕前記フィルムがポリアミドを含む、前記〔３１〕に記載の熱可塑性物品。
〔３５〕前記ポリアミドがナイロン６である、前記〔３４〕に記載の熱可塑性物品。
〔３６〕前記フィルムがポリプロピレンを含み、前記スクリムがポリエチレンテレフタレ
ートを含む、前記〔３１〕に記載の熱可塑性物品。
〔３７〕前記フィルムが複数の層を備える、前記〔３１〕に記載の熱可塑性物品。
〔３８〕前記複数の層のうちの少なくとも１つの層がポリエチレンを含む、前記〔３７〕
に記載の熱可塑性物品。
〔３９〕前記複数の層のうちの少なくとも１つの層がポリアミドを含む、前記〔３７〕に
記載の熱可塑性物品。
〔４０〕前記フィルムが、ポリアミド層に結合された第１のポリエチレン層と、前記ポリ
アミド層に結合された第２のポリエチレン層と、を備える、前記〔３７〕に記載の熱可塑
性物品。
〔４１〕前記スクリムが配置されている表面と反対の表面上に配置されたフィルム層をさ
らに備える、前記〔３１〕に記載の熱可塑性物品。
〔４２〕前記スクリムが配置されている前記表面と反対の前記表面上に配置された前記フ
ィルム層が、ポリプロピレンを含む、前記〔４１〕に記載の熱可塑性物品。
〔４３〕スクリムが配置されている前記表面と反対の前記表面上に配置された前記フィル
ム層に結合された織物層をさらに備える、前記〔４１〕に記載の熱可塑性物品。
〔４４〕前記コア層がガラス補強繊維を含む、前記〔４１〕に記載の熱可塑性物品。
〔４５〕前記補強繊維が、炭素繊維、黒鉛繊維、合成有機繊維、無機繊維、天然繊維、鉱
物繊維、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、セラミック繊維、またはそれらの
組み合わせのうちの１つ以上を含む、前記〔４１〕に記載の熱可塑性物品。
〔４６〕前記コア層が透過性であり、約０．１ｇｍ／ｃｍ3～約１．８ｇｍ／ｃｍ3の密度
を含む、前記〔４１〕に記載の熱可塑性物品。
〔４７〕前記コア層が、前記コア層の約２０体積％～約８０体積％の気孔率である、前記
〔４１〕に記載の熱可塑性物品。
〔４８〕前記熱可塑性重合体が、ポリオレフィン樹脂、熱可塑性ポリオレフィン混合樹脂
、ポリビニル重合体樹脂、ブタジエン重合体樹脂、アクリル重合体樹脂、ポリアミド樹脂
、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリエステルカーボネート樹脂、ポリスチ
レン樹脂、アクリロニトリルスチレン重合体樹脂、アクリロニトリルブチルアクリレート
スチレン重合体樹脂、ポリエーテルイミド樹脂、ポリフェニレンエーテル樹脂、ポリフェ
ニレンオキシド樹脂、ポリフェニレンサルファイド樹脂、ポリエーテル樹脂、ポリエーテ
ルケトン樹脂、ポリアセタール樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリベンゾイミダゾール樹脂、
またはそれらの共重合体もしくは混合物のうちの１つ以上を含む、前記〔４１〕に記載の
熱可塑性物品。
〔４９〕前記熱可塑性コア層がガラス補強繊維を含み、熱可塑性重合体がポリプロピレン
を含み、前記フィルムがポリアミドを含み、前記スクリムがポリエチレンテレフタレート
を含む、前記〔４１〕に記載の熱可塑性物品。
〔５０〕前記スクリムが配置されている表面とは反対の表面上に配置されたポリプロピレ
ンフィルムをさらに備える、前記〔４９〕に記載の熱可塑性物品。
〔５１〕熱可塑性複合物品であって、
補強繊維および熱可塑性重合体を備える繊維補強された熱可塑性重合体コア層と、
前記コア層に結合され、かつその上に配置されたバリア層と、
前記バリア層に結合され、かつその上に配置されたスクリム層と、を備え、前記スクリム
が、形成動作中に前記物品の実質的なたるみを防ぐのに効果的な坪量を含む、熱可塑性複
合物品。
〔５２〕前記バリア層が接着剤を用いて前記スクリムに結合され、前記バリア層が接着剤
を用いて前記コア層に結合される、前記〔５１〕に記載の熱可塑性複合物品。
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〔５３〕前記スクリムがポリエチレンテレフタレートを含む、前記〔５２〕に記載の熱可
塑性物品。
〔５４〕前記バリア層が、ポリアミド、ポリプロピレン、ポリエチレン、およびそれらの
共重合体のうちの１つを含む、前記〔３１〕に記載の熱可塑性物品。
〔５５〕前記ポリアミドがナイロン６である、前記〔５４〕に記載の熱可塑性物品。
〔５６〕前記フィルムがポリプロピレンを含み、前記スクリムがポリエチレンテレフタレ
ートを含む、前記〔５１〕に記載の熱可塑性物品。
〔５７〕前記バリア層が複数の層を備える、前記〔５１〕に記載の熱可塑性物品。
〔５８〕前記複数の層のうちの少なくとも１つの層がポリエチレンを含む、前記〔５７〕
に記載の熱可塑性物品。
〔５９〕前記複数の層のうちの少なくとも１つの層がポリアミドを含む、前記〔５７〕に
記載の熱可塑性物品。
〔６０〕前記バリア層が、ポリアミド層に結合された第１のポリエチレン層と、前記ポリ
アミド層に結合された第２のポリエチレン層と、を備え、前記ポリエチレン層が、接着剤
を用いずに、前記ポリアミド層を前記コア層および前記スクリムに接着するのに効果的で
ある、前記〔３７〕に記載の熱可塑性物品。
〔６１〕前記スクリムが配置されている表面と反対の表面上に配置されたフィルム層をさ
らに備える、前記〔５１〕に記載の熱可塑性物品。
〔６２〕前記スクリムが配置されている前記表面と反対の前記表面上に配置された前記フ
ィルム層が、ポリプロピレンを含む、前記〔６１〕に記載の熱可塑性物品。
〔６３〕スクリムが配置されている前記表面と反対の前記表面上に配置された前記フィル
ム層に結合された織物層をさらに備える、前記〔６１〕に記載の熱可塑性物品。
〔６４〕前記コア層がガラス補強繊維を含む、前記〔６１〕に記載の熱可塑性物品。
〔６５〕前記コア層の前記補強繊維が、炭素繊維、黒鉛繊維、合成有機繊維、無機繊維、
天然繊維、鉱物繊維、金属繊維、金属化無機繊維、金属化合成繊維、セラミック繊維、ま
たはそれらの組み合わせのうちの１つ以上を含む、前記〔６１〕に記載の熱可塑性物品。
〔６６〕前記コア層が透過性であり、約０．１ｇｍ／ｃｍ3～約１．８ｇｍ／ｃｍ3の密度
を含む、前記〔６１〕に記載の熱可塑性物品。
〔６７〕前記コア層が、前記コア層の約２０体積％～約８０体積％の気孔率である、前記
〔６１〕に記載の熱可塑性物品。
〔６８〕前記熱可塑性重合体が、ポリオレフィン樹脂、熱可塑性ポリオレフィン混合樹脂
、ポリビニル重合体樹脂、ブタジエン重合体樹脂、アクリル重合体樹脂、ポリアミド樹脂
、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリエステルカーボネート樹脂、ポリスチ
レン樹脂、アクリロニトリルスチレン重合体樹脂、アクリロニトリルブチルアクリレート
スチレン重合体樹脂、ポリエーテルイミド樹脂、ポリフェニレンエーテル樹脂、ポリフェ
ニレンオキシド樹脂、ポリフェニレンサルファイド樹脂、ポリエーテル樹脂、ポリエーテ
ルケトン樹脂、ポリアセタール樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリベンゾイミダゾール樹脂、
またはそれらの共重合体もしくは混合物のうちの１つ以上を含む、前記〔６１〕に記載の
熱可塑性物品。
〔６９〕前記熱可塑性コア層がガラス補強繊維を含み、熱可塑性重合体がポリプロピレン
を含み、前記フィルムがポリアミドを含み、前記スクリムがポリエチレンテレフタレート
を含む、前記〔６１〕に記載の熱可塑性物品。
〔７０〕前記スクリムが配置されている表面とは反対の表面上に配置されたポリプロピレ
ンフィルムをさらに備える、前記〔６９〕に記載の熱可塑性物品。
〔７１〕車両の組み立てを容易にする方法であって、補強繊維および熱可塑性重合体を備
える繊維補強された熱可塑性重合体コア層と、前記繊維補強された重合体コア層上に配置
されたフリムと、を備える、熱可塑性複合物品を提供することを含み、前記フリムが、形
成動作中に前記物品の実質的なたるみを防ぐのに効果的な坪量を含むスクリムに結合され
たフィルムを備える、方法。
〔７２〕前記車両部品を車両のヘッドライナーになるように構成することをさらに含む、
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前記〔７１〕に記載の方法。
〔７３〕前記フリムが配置されている前記コア層の前記表面と反対の前記コア層の表面上
のフィルム層を用いて、前記物品を構成することをさらに含む、前記〔７１〕に記載の方
法。
〔７４〕前記物品を発泡層に結合することをさらに含む、前記〔７３〕に記載の方法。
〔７５〕前記発泡体を織物層に結合することをさらに含む、前記〔７１〕に記載の方法。
〔７６〕車両の組み立てを容易にする方法であって、補強繊維および熱可塑性重合体を備
える繊維補強された熱可塑性重合体コア層と、前記重合体コア層上に配置されたフィルム
と、前記フィルム上に配置されたスクリムと、を備える、熱可塑性複合物品を提供するこ
とを含み、前記スクリムが、形成動作中に前記物品の実質的なたるみを防ぐのに効果的な
坪量を含む、方法。
〔７７〕前記車両部品を車両のヘッドライナーになるように構成することをさらに含む、
前記〔７６〕に記載の方法。
〔７８〕前記スクリムが配置されている前記コア層の前記表面と反対の前記コア層の表面
上のフィルム層を用いて、前記物品を構成することをさらに含む、前記〔７６〕に記載の
方法。
〔７９〕前記物品を発泡層に結合することをさらに含む、前記〔７８〕に記載の方法。
〔８０〕前記発泡体を織物層に結合することをさらに含む、前記〔７６〕に記載の方法。
〔８１〕車両の組み立てを容易にする方法であって、補強繊維および熱可塑性重合体を備
える繊維補強された熱可塑性重合体コア層と、前記コア層に結合され、かつその上に配置
されたバリア層と、前記バリア層に結合され、かつその上に配置されたスクリム層と、を
備える、熱可塑性複合物品を提供することを含み、前記スクリムが、形成動作中に前記物
品の実質的なたるみを防ぐのに効果的な坪量を含む、方法。
〔８２〕前記車両部品を車両のヘッドライナーになるように構成することをさらに含む、
前記〔８１〕に記載の方法。
〔８３〕前記スクリムが配置されている前記コア層の前記表面と反対の前記コア層の表面
上のフィルム層を用いて、前記物品を構成することをさらに含む、前記〔８１〕に記載の
方法。
〔８４〕前記物品を発泡層に結合することをさらに含む、前記〔８３〕に記載の方法。
〔８５〕前記発泡体を織物層に結合することをさらに含む、前記〔８１〕に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性複合物品であって、
補強繊維および熱可塑性重合体を備える繊維補強された熱可塑性重合体コア層と、
前記繊維補強された重合体コア層上に配置されたフリムと、を備え、前記フリムが、形成
動作中に前記物品の実質的なたるみを防ぐのに効果的な坪量を含むスクリムに結合された
フィルムを備える、熱可塑性複合物品。
【請求項２】
　前記スクリムが少なくとも３０ｇｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項３】
　前記スクリムが少なくとも４５ｇｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項４】
　前記スクリムが少なくとも４０ｇｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項５】
　前記フィルムが少なくとも１５ｇｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
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【請求項６】
　前記フィルムが少なくとも３０ｇｓｍまたは４５ｇｓｍの坪量を含む、請求項１に記載
の熱可塑性物品。
【請求項７】
　前記フィルムが少なくとも４０ｇｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項８】
　前記スクリムが少なくとも３０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも３０ｇ
ｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項９】
　前記スクリムが少なくとも３０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも４５ｇ
ｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項１０】
　前記スクリムが少なくとも３０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも４０ｇ
ｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項１１】
　前記スクリムが少なくとも４５ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも３０ｇ
ｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項１２】
　前記スクリムが少なくとも４５ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも４５ｇ
ｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項１３】
　前記スクリムが少なくとも４５ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも４０ｇ
ｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項１４】
　前記スクリムが少なくとも５０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも３０ｇ
ｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項１５】
　前記スクリムが少なくとも５０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも４５ｇ
ｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項１６】
　前記スクリムが少なくとも５０ｇｓｍの坪量を含み、前記フィルムが少なくとも４０ｇ
ｓｍの坪量を含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項１７】
　前記フィルムが接着剤を用いて前記スクリムに結合される、請求項１に記載の熱可塑性
複合物品。
【請求項１８】
　前記フィルムが前記スクリムに溶着される、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項１９】
　前記スクリムがポリエチレンテレフタレートを含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項２０】
　前記フィルムがポリアミドを含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項２１】
　前記ポリアミドがナイロン６である、請求項２０に記載の熱可塑性物品。
【請求項２２】
　前記フィルムがポリプロピレンを含み、前記スクリムがポリエチレンテレフタレートを
含む、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項２３】
　前記スクリムおよび前記フィルムのそれぞれが、独立して、ポリオレフィン樹脂、熱可
塑性ポリオレフィン混合樹脂、ポリビニル重合体樹脂、ブタジエン重合体樹脂、アクリル
重合体樹脂、ポリアミド樹脂、ポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリエステル
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カーボネート樹脂、ポリスチレン樹脂、アクリロニトリルスチレン（ａｃｒｙｌｏｎｉｔ
ｒｙｌｓｔｙｒｅｎｅ）重合体樹脂、アクリロニトリルブチルアクリレートスチレン重合
体樹脂、ポリエーテルイミド樹脂、ポリフェニレンエーテル樹脂、ポリフェニレンオキシ
ド樹脂、ポリフェニレンサルファイド樹脂、ポリエーテル樹脂、ポリエーテルケトン樹脂
、ポリアセタール樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリベンゾイミダゾール樹脂、またはそれら
の共重合体もしくは混合物のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の熱可塑性物
品。
【請求項２４】
　前記フィルムが複数の層を備える、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項２５】
　前記複数の層のうちの少なくとも１つの層がポリエチレンを含む、請求項２４に記載の
熱可塑性物品。
【請求項２６】
　前記複数の層のうちの少なくとも１つの層がポリアミドを含む、請求項２４に記載の熱
可塑性物品。
【請求項２７】
　前記フィルムが、ポリアミド層に結合された第１のポリエチレン層と、前記ポリアミド
層に結合された第２のポリエチレン層と、を備える、請求項２４に記載の熱可塑性物品。
【請求項２８】
　前記フリムが配置されている表面と反対の表面上に配置されたフィルム層をさらに備え
る、請求項１に記載の熱可塑性物品。
【請求項２９】
　前記フリムが配置されている前記表面と反対の前記表面上に配置された前記フィルム層
が、ポリプロピレンを含む、請求項２８に記載の熱可塑性物品。
【請求項３０】
　前記スクリムが、成形動作中に前記物品のたるみを防止するのに効果的である、請求項
１に記載の熱可塑性物品。
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